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    概要 日本における出版流通の特徴は取次―書店経路が主流であることであり、そのコン
ピュータ化の経緯を検証することは出版流通を考える上で欠かすことができない。そこ
で取次や書店におけるコンピュータ化による業務合理化の前提となるのが、出版物コー




に至った。本稿では、1981 年の ISBN 導入時から 1992 年に流対協が ISBN 表示保留を解除
するまでの経過とその背景を、資料分析と当事者のインタビューを通して明らかにし、
ISBN 問題から見た日本の出版業界の“南北問題”を検証する。 
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1 ISBN（国際標準図書番号）導入問題 

































1992 年に ISBN 表示の態度保留を解除した理由を
明確に展開をするに至らなかった。 
 そこで本稿では、流対協が ISBN 表示保留を解除









   表示保留の根拠 
日本で出版される書籍に ISBN（国際標準図書番

















































説明会が行われた。その後 3 月 15 日、流対協は反










































 1.1980 年 3 月 10 日の図書コード管理委員会の説
明会以降、流対協が中心となって文化人・一般
市民を含む「図書コードの問題を考える会」を































































































































































 この質問書に対して国立国会図書館は 1981 年 7











   1. 日本図書コードについては日本図書コード 
     管理委員会がその普及に努めており、同委員 
     会の報告によればコード表示出版者数は日 
     を遂つて（ママ）上昇しつつあります。7月 
     13日現在、コード表示出版者数は432者、 
     常時出版活動を行っている2~4桁出版者の 
     23･1％がコードを表示し、新刊書の16%に 
     コードが表示されております。これまで社内 
     コードの変換のために実施が遅れていた出 
     版者も次々と参加する趨勢にありますので、 
     事態は望ましい方向に進んでいるものと思 
     います。 
 2. 『新文化』6月18日号の紙面に、当館が『（書 
   協関係者へ）、ISBN採用を指示した』とい 
   う字句が見られますが、そのような事実はあ 
   りません。立法府に属する当館が民間の団体 
   に行政的な『指示』を行うことはありえませ 
   ん。書籍コードから ISBNを中心とする日 
   本図書コードへの転換は、出版業界を代表す 
   る4団体の政策によるものであって、当館 
   の主導によるものではありません。ただし、 
   図書コードが「書籍コード」の形で開始され 
   たあと、それが図書館業務上利用できる適格 
   性を欠いているため、図書館界としては 
   ISBNへの移行が望ましい旨を、私的または 
   非公式な懇談の席上で要請したことは事実 
   であります。 
 3. 『新文化』6月11号（ママ）の紙面に、当 
   館の高橋総務部長が、出版業界のデータベ  ー
   スの作成に必要な財源を国立国会図書館が 
   負担する考えがあると発言したとあります 
   が、これは事実と相違いたします。現在、当 
   館はじめ出版業界のいくつかの機関で同じ 
   ようなデータベースを作っているのはいか 
   にも不経済であり、もし業界に中立機関がで 
   きデータベースの作成が一元的に行われる 
   ならば、当館は『日本全国書誌』及び、『ジ 
   ャパン・マーク』のすみやかな作成頒布のた 
   めにこれとリンクすることが望ましく、その 
   際は入力パンチ代を負担する考え方がある、 
   というのが同部長の発言の主旨であります。 
 4. 書誌情報の伝達の必要性は流通径路にある 
    商業出版物に限られません。当館は、非商 






 5. 日本図書コード管理委員会の努力と出版業 
  界の協力により、日本図書コード表示は今後 
  増大し、理想の100%表示に除除（ママ）に 













   （前略）いま、服部さんがおっしゃいましたけ 
  ど、この問題のそもそもの火付役がですね、図書 
  館サイドだったんです。実は私、国会図書館にお 
  りまして、1972年からジャパンマークというもの 
  をテープでお預けして、それを図書館で使ってほ 
  しいと、あるいは外国でもそれを使ってほしいと 
  いうことで刊行をはじめたんです。私はジャパン 
  マークのセールスマンといわれたわけですが、そ 
  の普及につとめました。幸いそれをきっかけに各 
  種の図書館が、特に大学図書館を中心にして、図 
  書の整理とか閲覧の管理とかそういうことをコン 
  ピューターを使ってやろうということで導入にふ 
  みきる館がふえて、図書館界もコンピューター時 
  代に突入したわけです。そんなことで、これがバ 
  ックにございましてね、そういうふうになると共 
  通に、たとえばAの図書館がこういう方式、Bの 
  図書館がこういう方式というところに協力して相 
  互に通信網として開発をのぞんでも、相互ののり 
  いれがきかないんです。ですからフォーマットは 
  ジャパンマークフォーマットでという形でやって 
   ….。要するに“相互ののり入れのきく型”とい 
  うのは、コンピュータで仕事をしていく上で非常 
  に大事なことですから。実は今、服部さんがサラ 
  リとおっしゃって下さったのですが、ISBNとい 
  うのは図書館としては大変役に立つ、有りがたい 








































































































































































 取次との交渉については、あと 2 つの動きがあっ
























3.2  第2期 




























































② 書店には、注文（情報）を直接、版元あて   
  に送ってもらいます。 
③ これには、特定の様式に統一された注文書 
  を作成して、書店に使用してもらうことに 
  なります。 
④ この注文書を受信した版元は、必ずその本  
  を翌日出荷することにします。 
⑤ 版元は、品切・重版中・発行せず等の事故 
  伝があった場合、直ちに書店あてに返信す 
  る義務があります。 
  以上の要件を満たした上で、特注のアダプタ  ー
  をFAXに接続することにより、プッシュホンと 
  同様、現行の四桁の取引コードを押すだけで、 






 1. ISBNは大手出版社が付け始めたために新 
  刊の表示率は90％になったといわれるように 
  なった。 
 2. これをきっかけに日本図書コード管理委員 
  会が書協のある出版会館から日本図書館協会 
  内に移転したが、これは国立国会図書館（自 
  民党・国家権力）が自主出版物をふくむあら 
  ゆる出版物に ISBN表示をさせることによっ 
  て、むきだしの管理体制にもっていこうとす 











































































































































































 1988 年 2 月 25 日に開催された流対協の第 10 回
定期総会で、流通・情報委員会の高橋昇委員長はお
よそ次のように報告している。 














 1. 日書連がVANを導入して、店頭での使用を 
  考えている。これについては北川委員が『新 
  文化』1988年9月8日号に「書誌データベ  ー
  スへの疑問」という文章を書いている。 
 2. 今回の消費税の導入にともなって、日本図 
  書コードは定価の表示方法が変わり税込み表 
  示をすることとなった。これは流通の基本的 
  な道具として使われるということが、完全に 
  なくなったということである。 








3.3  第3期 
3.3.1  出版者コード4桁への道 






 1. ISBNが導入されて10年が過ぎ、最近にな 
  って保留の態度を見直してほしいという声が 
  会員社内部から出てきたため、幹事会にはか 
  って検討した。 
 2. 見直しの意見が出た背景には、すでに流対 
  協加盟社で10社くらいが現実に付けている 
  ということがあり、これは最近の消費税問題 
  で加入した社ですでに付けていたところが多 
  く含まれる。また ISBNを付けていないこと 
  を理由に仕入れを拒否される事件が東販小牧 
  営業所の店売で起こった。 
 3. 日本図書コード管理委員会の松平事務局長 
  に本日午後に会い、1986年に流対協が文書で 
  日本図書コード管理委員会に送ったまま回答 
  がない問題について、基本的にはほぼ問題を 
  クリアできるのではないかという感触を得た。 




































3.3.2  日本図書コード管理センターの拒否 



































3.3.3  4桁化での和解 
  1992 年 2 月 28 日、流対協は第 14 回定期総会を
開催し、この席上、流通・情報委員会より実質的に











 いずれにせよ流対協による ISBN 表示保留はこれ
によって組織としては解除されたのである。 
 
3.3.4  保留解除の背景 













































































 の ISBN表示に踏み切る決断を持ったように感じ 
 られました５０ 
 
 つまり出版社が ISBN を表示しないという方針を
貫くことによって、取次の現場では余分な工程を組
み込まなければならなかったのである。 
 一方、北川は流対協の ISBN 表示保留の解除の理
由を次のように語っている。 
 










 ったわけです。ご質問の ISBN表示保留を解除し 















































 ―出版流通対策協議会（流対協）と日本   























































































































ると流対協は主張していたのである。1991 年 3 月
1 日に開催された流対協第 13 回定期総会の席上、
菊地泰博取引委員長は次のように報告している。 
 
















































  1987 年 2 月 17 日の流対協の第 9 回定期総会に
おいて、菊地取引委員長は新規参入出版社の場合に





























































も続いている。例えば 2006 年 3 月 2 日に開催され
た流対協の第28回定期総会では、差別取引撤廃の取
り組みについて次のような報告がなされている。 









































































































































































































































































































































































































































北川 2 ページ以上の出版物の ISBN 付与の問題と
絡んでいて、あの頃、国会図書館の人とも話したの

























































































































































































































































































































































































































































































































































高須 70 年代から 80 年代にかけての労働運動が直
面したコンピュータ合理化は今までの合理化とは異
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